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Ⅰ．はじめに 

現在用水路の水管理のため設置されている分水ゲートは一般的に鉄製品が多く、そ

の特性上腐食し易い．また開閉操作に時間と努力がかかり効率的とは言えない．もの

によっては開閉操作に数百回の回転を必要とし操作時間が長くかかるものもある． 

そこで本研究では、農業用灌漑施設として用いられている用水路分水ゲート開閉装

置における問題点を検討し、素材、構造および開閉操作方式の改良を図った． 

 

Ⅱ．材料および方法 

１．分水ゲートの設計 

分水ゲートの操作方式は枠上部に設置されたハンドルを回し、ネジ線構造の開閉軸

が回転することによって扉と一体化になっている下部のナットケース(Nut case)が上

下に動きながら開閉作業ができるように設計した． 

既存の分水ゲートは開閉軸そのものが上下に移動するのに対して今回考案された改

良分水ゲートは開閉軸を上下に移動せず回転運動のみによって扉を上下に動かせる．

したがって従来のものより安全性や耐久性が高いと思われる． 

 

２．性能試験方法 

韓国忠清南道天安市の農業用枝線水路に改良した分水ゲートと従来のウオームギア

式、スクリュー式の分水ゲートを各々１台ずつ設置して現場性能試験を行った．性能

試験の期間は２００３年５月１０日から同年１０月１５日までの５ヶ月間であって、

開閉トルク、開閉所要時間、設置後の漏水量や素材の腐食性などに対して調べた． 

性能試験の開閉トルクの測定はデジタル式牽引力計で測定し、開閉トルク（回転半

径２０ｃｍハンドル）は扉に貯水される水位を５０ｃｍと想定し同高さの開放に必要

な回転モーメントを測定した．またビニルシートを用い分水ゲートからの漏水量を測

定した． 

 

Ⅲ．結果および考察 

１．分水ゲートの設計・製作 

改良分水ゲートの構造は図３に示したように枠および扉、扉の正しい上下移動を確

保するためのガイドライン、ネジ線構造の開閉軸、水漏れを防止するための扉固定裝 
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置などで構成されている．分水ゲートの素材は腐食されないステインレスを用い、既

存分水ゲートが開閉する時軸が移動するのに対して開閉軸は移動せず、その場で回転

するように改良した．また、ネジ線回転軸を１列から２列構造に替え耐久性や開閉操

作に必要な時間を大幅短縮した．さらに、設置する際、別のコンクリート構造物を設

置する必要がなく、そのまま用水路に組み立てボルトを用いた設置が可能である．ま

た扉を閉じた時漏水が発生しないよう扉密着装置を取り付けた． 
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２．性能試験 

現場性能試験の結果、改良された分水ゲートの開閉

操作に必要なトルクは0.51kgf・mで既存の分水ゲートの

1.43 kgf・mに比べ６４％減少し、扉を５０ｃｍ開閉す

るのに必要な時間も既存の約４分(２３３秒)に比べ３

２秒と大幅減少した．また、漏水量は既存分水門に比

べ約７０％減少する結果となった． 

 

Ⅳ．結論 

本研究では農業用灌漑施設として利用される水利施

設物の内、従来の分水ゲートが持つ腐食、故障、取り扱

いの不便さに着目し既存分水ゲートを改良した．現場試

験結果、改良分水ゲートは既存分水ゲートと比べて開閉操作の努力や漏水防止の面で

優れていることが分かった．さらに、改良分水ゲートを腐食し難い素材に替えること

によって 耐久性が増大され、設置後２年が経った今年（2005年）も設置した当時と

性能が変わらないことを確認した． 

図３．改良分水門の構造
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